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資料３



１、戦略を策定する必要性について

２、戦略の概要について

３、環境審議会における審議について

４、今後のスケジュールについて

1



2

産業革命（18世紀半ば〜19世
紀）以降で⼆酸化炭素をはじめとす
る温室効果ガスが増えすぎて、地球
の温度が上昇しているのが「地球温
暖化問題」となる。

■温室効果ガス
・二酸化炭素
・メタン
・フロン類

１、戦略を策定する必要性について
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１、戦略を策定する必要性について

1750年 ⇒ 2016年
平均気温は ＋1℃

このまま対策を
しないと・・・

1750年 ⇒ 2100年
平均気温は ＋5℃

IPCC（気候変動に関する政府間パネル）による報告
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１、戦略を策定する必要性について

【世界】
・海面水位上昇
・水害、森林⽕災、ハリケーン
・生態系の生息地消失

【日本】
・熱中症の死亡リスク上昇
・豪雨、台風の強大化
・作物の品質低下

■温暖化の主な影響
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１、戦略を策定する必要性について

2015年︓第21回締結国会議（COP21）＠パリ
⇒ 「パリ協定」が採択された。

■パリ協定とは・・・
・2030年までの温室効果ガス削減目標を定めた
もの（産業革命前からの世界の平均上昇気温を
2度未満に抑える。加えて平均気温上昇1.5度未
満を目指す。）※
・196ヵ国全ての参加国に削減目標の提出義務

▲COP21の様子

※COP26（2021年開催）にて、1.5℃目標の
⼀本化に⾒直しされた。
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日本のカーボンニュートラル表明
2020年10⽉︓2050年カーボンニュートラルを表明

■カーボンニュートラルとは・・・
温室効果ガスの排出量を「全体としてゼロに
する」こと。「全体としてゼロにする」とは、⼆酸
化炭素の排出量と、森林等で吸収される⼆
酸化炭素の量が同じになり、大気中の⼆酸
化炭素がこれ以上増加しないことをいう。

▲カーボンニュートラルのイメージ

１、戦略を策定する必要性について
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１、戦略を策定する必要性について
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１、戦略を策定する必要性について

令和3年5⽉
⇒ 法的根拠としてカーボンニュートラルの実現が明記

令和3年6⽉

令和3年10⽉
⇒ 2030年度に2013年度⽐で温室効果ガス排出量を46％削減

地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）の改正

地域脱炭素ロードマップ、グリーン成⻑戦略の策定

地球温暖化対策計画 閣議決定

■カーボンニュートラル表明後の日本の動向

⇒ 脱炭素の工程や施策などをとりまとめたもの

令和3年10⽉ エネルギー基本計画 閣議決定
⇒ 2030年までに再エネ発電量を全体の36〜38％とする
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１、戦略を策定する必要性について
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１、戦略を策定する必要性について

■安城市の現状

▲第2次安城市環境基本計画（2021年〜2030年）

地球温暖化対策の柱
を、安城市地球温暖
化対策実⾏計画（区
域施策編）として位置
づけ

・令和4年5⽉︓ゼロカーボンシティを目指すことを表明
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１、戦略を策定する必要性について

■地球温暖化対策実⾏計画（温対法21条）

〇地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編）

⇒ 区域の温室効果ガス排出量の削
減に関する計画

⇒ 安城市は、2013年度⽐で
2030年度に温室効果ガス排出
量を46％削減する目標としている。
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国と同様、2013年度⽐で2030年度に温室効果ガス排出量を46％削減すること
を目標としているが、施策の方向性を示したものであり、市としてどのように具体的な
取組みを進めていくかが明確になっていない。

今回策定する戦略では、カーボンニュートラルを推進するための具体的な取組
みを掲げ、計画的に実⾏していく。

◀第2次安城市環境基本計画より

本市における産業部門の温室効
果ガス排出量は、全体の約7割と
なっている。

１、戦略を策定する必要性について
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■戦略の位置づけ（区域施策編との関係）

安城市ゼロカーボンシティ推進戦略
（安城市地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編））

地球温暖化対策に関して、より具体的な取組みを⾏うことから、基本計画に内包さ
せる区域施策編の位置づけをはずし、戦略を区域施策編に位置付ける。

より具体的な
取組み内容
を記載

２、戦略の概要について

第2次安城市環境基本計画
― 安城市地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編）

第2次安城市環境基本計画

現状

戦略策定後
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２、戦略の概要について

■脱炭素ロードマップの作成

①今後追加的な地球温暖化対策をとらない場合
②2030年における温室効果ガス

排出削減目標（ー46％）

③2050年におけるカーボンニュートラルの達成

【BAU】
※下記は、他自治体
のイメージ図です。
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２、戦略の概要について

■対策と削減⾒込量
（例）家庭部門における削減⾒込量

部門 省エネ/再エネ等 対策名 2030年度時点の考え方 削減⾒込量

195万トン

50万トン

11万トン

27万トン

108万トン

合計

家庭部門

●電⼒のCO2排出係数の改善
●電⼒のCO2排出係数︓
0.25kg-CO2/kWh（2020年
度︓約0.45kg-CO2/kWh）

●新築/既存住宅の省エネ化（断熱性能向
上、LED照明・⾼効率給湯器（ヒートポンプ式
給湯器、家庭⽤燃料電池等）・省エネ家電の
普及等）
●省エネ⾏動（エネルギーマネジメント、ライフス
タイル転換等）の実施

●新築住宅でのZEH基準が標
準
●LED照明の普及率100％　な
ど

省エネ

再エネ等

●住宅における太陽光発電設備の普及
●太陽光発電設備導⼊量︓45
万kW（2020年度︓14万
kW）

●再エネ100％電気への切替え
●再エネ100％電気切替え世帯
数︓全世帯の1割（約17万世
帯）（2020年度︓ほぼ0％）

※下記は、他自治体
の参考資料です。
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２、戦略の概要について

■第2次安城市環境基本計画

計画における4つの柱

施策の方向性
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気候変動への適応

循環型社会の形成

省エネ・再エネ推進

エコなまちづくり

指標

健康影響への対策

自然災害への対策

廃棄物の循環利⽤

3Rの推進

先進的な技術サービス

交通体系の構築

再エネの導⼊促進

省エネ機器の導⼊促進
※削減⾒込み
量の裏付け

各施策に対す
る具体的な取
組みを記載

（〜を推進し
ます、〜を促
進します、と
いった書き方）

柱 指標 施策 取組

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
２
０
１
３

年
度
⽐
で
２
０
３
０
年
度
に
46
％

以
上
削
減

２、戦略の概要について

■安城市ゼロカーボンシティ推進戦略の体系イメージ ※体系内容はイメージのため、
決定しているものではありません。

指標

指標

指標
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３、環境審議会における審議内容について

#新築建物のZEH・ZEB化

#農業の脱炭素化

#CNの教育

#CNなエネルギー

#EV・FCV等の普及

#緑化の推進

■カーボンニュートラルに向けた多くの取組み

#市⺠・事業者への啓発

#再生可能エネルギーの普及

#CNの教育

#脱炭素社会の担い手育成

#既存住宅の省エネ化

#市⺠団体・企業との連携
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安城市環境審議会
にて審議 市⻑へ答申

■戦略の策定体制

３、環境審議会における審議内容について



20

４、今後のスケジュールについて

■令和5年度スケジュール
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４、今後のスケジュールについて

■令和6年度スケジュール


